
踏み出した近代化への道

日露戦争後の紡績業界の事情は決して良いもの
ではなかったが、1908（明治41）年には十三に

福島の２工場を移転し、その３年後には旧上福島工場
を売却し、新たに営業所を設けた。営業規模の拡大と
取扱商品の増加とともに、わが国伝導用綿ロープの
トップメーカーとしてさらに商圏の拡大を狙うもの
であった。品質向上と生産増強をはかるために製造と
販売を分離することで、近代化へと大きく一歩を踏み
出した。
当時の得意先は紡績会社が主力で、大手のほとんど
が芦森製綱所の独占であった。大阪では工場と名の付
くところへはほぼ100％製品を納めていた。

「ロープといえば芦森」

大正時代に入ると、製品の強化と開発を推し進め、
「ヤーン周囲への減摩用塗綱剤を塗布する方

法」を発明し、特許にも登録された。この発明により運
転中に生じるあらゆる摩擦が防止でき、ロープ固有の
張力を常に保ち、耐久力を数倍向上させた。
明治大正時代を通じて芦森製のロープは商勢を拡
大してその地歩を固め、「ロープといえば芦森」と言わ
れるほど有名になった。

シートベルト
安全性と快適性の両立を目
指し、拘束機能の他に、デザ
イン性や使い勝手が考慮さ
れている。

消防用ホース
(ライトαシリーズ )
しなやかで軽く、傷
や摩耗に強いタフな
ホース。

人々の安全・安心・快適な
暮らしのために―

１ 928（昭和３）年に芦森製綱所は創業 50 周年を
迎え、栄蔵は日本産業協会から多年にわたる貿

易産業功労者として表彰を受けた。それを祝して、創
業 50 周年式典も盛大に行われた。
創業 50 周年の豊かな結実を祝った明くる年、栄蔵
は 66 歳で静かにその生涯を終えた。兄と２人手を
取って、二人三脚で立ち上げた綿麻糸物商から始まり、
日本最初の綿綱（コットンロープ）と紡絃（スピンドル
バンド）製造を成功させ、株式会社芦森製綱所へと発
展の道を開いた。明治から大正、昭和へと、激しく動く
世情に遭遇しながらも、歴史の流れに目をそそいで荒
波を乗り越え、芦森製綱所を新時代の動向に合わせな
がら大きくしてきた。
生前は、日本産業協会から表彰されたほか、事業者
功労者として農商務大臣から銀杯を授与され、さらに
は実業功労者として当時の大阪府知事から金杯を授
かる栄誉に輝いた。
同社はその後 1952（昭和 27）年にゴム内張り消防

用ホース「ジェットホース」の開発に成功、製造を開始
し、消防界に革命をもたらした。1962（昭和 37）年には
自動車用シートベルト「オートフレンド」の製造を開
始、自動車安全分野への進出も果たした。現在では、
シートベルトを始めとする自動車安全部品やライフ
ラインの更生といった安全・リニューアル分野は、同
社の主力事業となっている。
小さな綿麻糸物商から出発した同社は今年で創業
140 年を迎えた。栄蔵が切り開いたアシモリの確かな
技術力は、今、人々の安心と安全、そして快適な暮らし
を支えている。

一般の組紐が交差して組まれているのに対し、金剛
打組紐は互いに絡み合って組まれており、目ずれが起
こらず摩耗に強い組紐をつくることができた。堅く丈
夫な金剛打の製品は、電車用コードや船舶用ログライ
ン、汽車警報用、建築用サッシュコードなど、様々な用
途で活躍した。
また、洋ろうそく糸芯は日本国内のみならず海外へ
と輸出され、それらの商品には「綿綱」と「金貨印糸芯」
の登録商標がつけられ、盛んに取引されて好評を博し
た。製品の輸出は、兄・熊次郎と目指した目標の一つ
であった。
綿綱、金貨印糸芯の商標・商品
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『人間の分際』

［あらすじ］
スポーツの世界では「努力すれば必ず報いられる」などとい

う美談が溢れている。しかし著者の八十余年の体験だけでも、努
力してもダメなことは実に多いという。つまり、ほとんどすべて
のことに努力でなしうる限度があり、人間はその分際（身の程）
を心得ない限り、到底幸福には暮らせないのだ。「すべてのもの
には分際がある」「老いと死がなければ、人間は謙虚になれない」
「誰でも人生の終盤は負け戦」「他人を傷つけずに生きることはで
きない」「『流される』ことも一つの美学」「老年ほど勇気を必要
とする時はない」等々、作家として六十年以上、世の中をみてき
た著者の知恵を凝縮した一冊。

　本社工場の火災、リーマンショック後の大幅赤
字決算のなか、45歳で社長を拝任しました。艱
難辛苦のなか、暗中模索であった時に書店で偶然
見つけたのがきっかけです。今も手元において読
み返しています。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　「逆境の無い人生は無い。」「人生の本当の意味
は苦しみの中にある。」「感謝することが多い人ほ
ど幸せになれる。」などの項目のなかで、一番印
象に残っている文章は、「成功のたった一つの鍵
は、忍耐なのである。」という言葉です。
「世の中で、それさえ持っていれば好きなものが
手に入るというのが『打ち出の小槌』だが、その
魔法の小槌を買うことはできない。何かそれに代
わる確実なものはないかと探した場合、誰にでも
手に入るものがある。それが忍耐なのである。」
この一節は、今でも座右の銘として悩んだ際に反

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2

芻しております。
　先日、実家を訪れた際に、奇遇にも父親で創業
者（現相談役）の床の間にお客様から頂いたとい
う「忍耐」という野口英世の置物を垣間見、感慨
深いものがありました。これから年齢を重ねるに
つれ、「人間が生きる」という本質に触れる書籍
と感じました。筆者の過去の書籍から、テーマに
即して名言を抜粋しているので読みやすいです。

　日々営みのなかで、一つの導としてご参考にと
なれば幸甚です。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3

氏
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大阪府貝塚市加神 2 丁目 20 番 35 号
1 億円
63 名
廃プラスチック回収事業、マテリアル
リサイクル「リプラギ」製品販売事業　他
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